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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

憲
法
改
正
動
向
や
知
事
発
言
へ
の
市
長
の
見
解
は 

 

質
　
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に
乗
じ
た
、
防
衛
力
増
強
、
核
に
は

核
を
の
声
や
、
知
事
の
、
平
和
ぼ
け
に
し
た
憲
法
９
条
は
改

正
、
核
兵
器
保
有
議
論
す
べ
き
発
言
に
つ
い
て
非
核
平
和
都

市
宣
言
を
し
て
い
る
能
代
市
長
と
し
て
ど
う
考
え
る
か
。 

 

答
　
最
近
の
国
際
情
勢
を
鑑
み
、
様
々
な
方
々
が
憲
法
改
正

に
つ
い
て
発
言
し
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、

市
長
の
職
に
あ
る
者
と
し
て
は
、
憲
法
改
正
の
動
向
や
発
言

に
つ
い
て
、
意
見
を
述
べ
る
こ
と
は
差
し
控
え
る
。 

     

環
境
保
全
型
の
持
続
可
能
な
林
業
の
取
組 

 

質
　
環
境
保
全
型
の
森
づ
く
り
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
一
方
で
、

生
産
性
を
高
め
る
た
め
に
大
型
の
機
械
を
森
に
入
れ
大
規
模

伐
採
の
状
況
も
あ
る
。
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
自
伐
型
林
業

と
共
存
で
き
る
の
か
。 

 

答
　
自
伐
型
林
業
は
、
主
に
森
林
所
有
者
自
ら
が
、
保
育
作

業
や
伐
採
、
運
搬
す
る
こ
と
に
よ
り
収
入
を
得
る
も
の
で
あ

り
、
大
面
積
の
素
材
生
産
に
対
応
し
難
く
、
素
材
生
産
量
は

少
な
い
も
の
の
、
景
観
が
良
好
の
ま
ま
維
持
さ
れ
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
た
め
、
森
林
所
有
者
の
管
理
の
意
向
に
応

じ
て
、
自
伐
型
林
業
も
共
存
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
ト
イ
レ
、
水
飲
み
場
の
整
備 

○
北
高
跡
地
の
仮
設
建
物
の
計
画
が
既
成
事
実
化
し
て
い
な
い
か 

○
大
栄
百
貨
店
、
無
償
譲
渡
に
応
ず
べ
き
で
は
な
い
か 

滞
納
事
業
者
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
支
援
を 

 

質
　
感
染
拡
大
に
伴
う
減
収
に
よ
り
、
市
税
を
滞
納
す
る
事

業
者
も
少
な
く
な
い
中
、
支
援
策
の
対
象
か
ら
滞
納
者
を
除

外
す
る
こ
と
で
、
苦
境
に
あ
る
事
業
者
を
さ
ら
に
追
い
詰
め

る
結
果
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
長
の
考
え
は
。 

 

答
　
コ
ロ
ナ
対
策
の
支
援
金
で
は
、
従
来
よ
り
要
件
を
緩
和

し
、
申
請
年
度
課
税
分
の
み
の
滞
納
者
は
、
支
援
の
対
象
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

頑
張
っ
て
納
税
し
て
き
た
方
と
の
公
平
性
を
損
な
い
、
納
税

意
識
を
阻
害
す
る
恐
れ
も
あ
り
、
難
し
い
と
考
え
る
が
、
納

税
方
法
に
つ
い
て
分
納
や
減
免
等
の
納
税
相
談
を
受
け
付
け

て
い
る
の
で
、
早
め
に
ご
相
談
い
た
だ
き
た
い
。 

  

三
菱
商
事
等
の
洋
上
風
力
発
電
事
業
計
画 
 

質
　
世
界
的
に
も
異
例
の
こ
と
だ
が
、
能
代
で
は
海
岸
か
ら

す
ぐ
の
海
に
、
２
６
０
メ
ー
ト
ル
級
の
超
巨
大
風
車
が
林
立

す
る
。
能
代
に
生
ま
れ
育
っ
た
者
と
し
て
、
私
は
心
情
に
お

い
て
実
に
耐
え
難
い
。
市
長
に
は
心
の
痛
み
は
な
い
の
か
。 

 

答
　
風
車
の
大
き
さ
、
配
置
等
に
よ
る
圧
迫
感
や
威
圧
感
等

の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
と
の
考
え
か
ら
、
環
境
影
響
評
価
配

慮
書
段
階
で
、
県
を
通
じ
て
、
影
響
の
低
減
が
図
ら
れ
る
よ

う
、
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
景
観
の
感
じ
方
に
個
人
差
は
あ

る
と
考
え
る
が
、
気
候
変
動
が
世
界
的
課
題
で
あ
る
中
、
当

該
事
業
は
こ
れ
に
資
す
る
た
め
、
景
観
と
の
調
和
を
図
り
つ

つ
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
生
活
困
窮
者
の
命
を
守
る
た
め
の
生
活
保
護
制
度 

○
自
伐
型
林
業
等
に
取
り
組
む
担
い
手
へ
の
支
援 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
誕
生
、
入
学
祝
い
金
を
拡
充
す
る
考
え
は 

○
い
わ
ゆ
る
２
０
２
５
年
問
題
に
対
す
る
見
解
は 

○
高
齢
者
支
援
に
対
す
る
取
組
は 

子
育
て
支
援
策 

 

質
　
子
供
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
、
さ
ら
に
進

め
る
べ
く
、
全
て
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
校
給
食
費

の
無
償
化
を
実
施
す
る
考
え
は
。 

  

答
　
令
和
３
年
度
の
給
食
費
は
約
１
億
５
０
０
０
万
円
で
、

就
学
援
助
に
よ
る
助
成
は
県
平
均
が
約
13
％
に
あ
る
中
で
、

本
市
は
約
26
％
の
児
童
生
徒
に
全
額
を
助
成
し
て
い
る
。
全

て
の
児
童
生
徒
を
対
象
と
し
た
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
財
政
状
況
を
勘
案
す
る
と
と
も
に
、
他
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援
全
体
の
中
で

検
討
し
て
い
き
た
い
。 

  

旧
東
能
代
中
学
校
跡
地
の
利
活
用 

 

質
　
平
成
26
年
12
月
に
、
東
部
地
区
の
３
団
体
よ
り
陳
情
書

が
提
出
さ
れ
採
択
と
な
っ
た
。
翌
年
に
は
同
団
体
よ
り
提
案

書
が
提
出
さ
れ
、
協
議
が
続
い
て
い
る
が
、
現
在
の
事
業
の

進
捗
状
況
は
。 

 

答
　
地
域
か
ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
防
災
拠
点
や
子
供
の
遊

び
場
等
の
機
能
も
備
え
た
施
設
を
想
定
し
、
既
存
の
地
域
セ

ン
タ
ー
及
び
公
民
館
機
能
を
含
む
施
設
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
を
柱
に
検
討
を
進
め
て
お
り
、
敷
地
利
用
の
た
た
き
台
と

な
る
イ
メ
ー
ジ
図
に
つ
い
て
、
地
域
団
体
の
役
員
の
意
見
を

伺
っ
て
い
る
。
今
後
は
、
施
設
の
規
模
や
機
能
の
具
体
化
に

向
け
て
、
地
域
の
方
々
と
合
意
形
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 
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（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
） 


